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	糖尿病は、特有の合併症が出現する代謝症候群です。症状がなくても放置していると様々な合併症が生じてきます。また、完全に治癒することがない疾患で、患者様は長期間にわたり病院やクリニックに通い続ける必要があります。長年通院していると、これまで通りの治療ではHbA1cが安定せず、適宜治療方針を見直すことが必要です。内服薬から注射薬に変更される症例も多数見られますが、それでも血糖コントロールが安定しない症例があります。
	最近リベルサス®錠が上市されました。リベルサスはGLP-1受容体作動薬セマグルチドの経口製剤であり、注射が打てない患者さんでも使用することができます。長年外来通院されている患者様に使用することにより、血糖コントロールの改善が期待できます。そこで、当院でもリベルサスを導入し、患者様の血糖コントロールに役立てているのですが、どのような症例に使用するとより有意義か、どのような症例にはあまり効果的ではないのか、など、リベルサスを使用した症例を調査することによりそれらの情報が得られると考えられます。当研究で...

